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第８回 広島杖道大会及び交流稽古会実施要項  

一般財団法人広島県剣道連盟 

１．目 的 

   広島大会を開催し、杖道の普及と発展及び交流を図ることを目的とする。 

２．期 日 

   令和３年１１月２８日（日） 

   個人戦・団体戦・個人演武 [小学生の部、六・七・八段の部（制定・古流）] 

   ８時３０分受付（８：００開館） 

   ９時１０分開会式 

   １５時（表彰式・閉会式予定） 

３．会 場 

   広島県立総合体育館 武道場 

   広島県広島市中区基町４番１号（電話０８２－２２８－１１１１） 

４．主 催 

   一般財団法人 広島県剣道連盟 

５．後 援 

   公益財団法人 広島県スポーツ協会（申請中） 

６．参加資格 

  （１）各都道府県剣道連盟の登録会員であること。 

  （２）年齢に制限なし。（個人戦・団体戦は中学生以上） 

７．交流稽古会 

   例年稽古会を行っておりましたが今年度は、中止とさせていただきます。 

８．種 目 

  （１）個人戦（中学生以上） 

    段外の部、初段の部、弐段の部、参段の部、四段の部、五段の部、六段の部 

    ※ 段位は申込日現在とする。 

  （２）団体戦（中学生以上）３人１組のチームによる対抗戦 

    ①１部（３段以下の選手で低段位者順にチーム編成） 

     ＊２人の場合は、中堅を欠員とする。 

     ＊選手変更は当日の選手受付までとし、以後は変更できない。 

    ②２部（５段以下の選手で低段位者順にチーム編成） 

    ③各県複数チーム参加可 

     県単位で無くとも道場単位及び任意のチーム編成も歓迎します。 

     ※ 個人戦・団体戦重複参加可、ただし団体戦①部、②部の重複参加は不可 

    ④表彰 

     個人戦・団体戦３位までを表彰する。 

     優勝者・優勝チームには優勝杯（持ち回り）を授与する。 
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     （優勝杯は、翌年度大会当日持参のこと） 

  （３）個人演武 ＊開会式終了後行います。 

    小学生の部（仕打交代せず） 

    ①演武本数 全剣連杖道自由５本 

②小学生の演武の打については段位の制限はありません。 

    六・七・八段の部（いずれも仕打交代せず） 

①全剣連杖道の部 

 演武本数５本（指定技・・・太刀落・雷打・正眼・乱留・乱合） 

     （組合せは主催者にて行います） 

    ②古流の部 

     演武本数５本（技は任意） 

     （仕打については申込時に決定してください） 

９．試合方法 

   個人戦 

  （１）トーナメント戦とする。(各段位参加人数によりリーグ戦とすることがある) 

  （２）仕・打交代を行わず仕の演武のみで判定を行い勝敗を決する。打については 

     ２段差の上段位まで可とし、この場合必ず審判長または審判主任の許可を得 

     ること。 

  試合本数（個人戦） 

段 外 初 段 二 段 参 段 四 段 五 段 六 段 

着 杖 着 杖 水 月 引 提 斜 面 霞 太刀落 

水 月 水 月 引 提 斜 面 左 貫 太刀落 雷 打 

引 提 引 提 斜 面 左 貫 物 見 雷 打 正 眼 

斜 面 斜 面 左 貫 物 見 霞 正 眼 乱 留 

左 貫 左 貫 物 見 霞 太刀落 乱 留 乱 合 

   団体戦 

  （１）トーナメント戦とし３人１組のチームにより其の勝者数により勝敗を決する。 

     選手は該当段位以内で低段位者順に構成する。 

     １部【先鋒・中堅・大将（３段以下）】 

     ２部【先鋒・中堅・大将（５段以下）】 

  （２）仕・打交代を行わず仕・打の演武を総合的に判定し勝敗を決する。 

     (先鋒、中堅戦の打太刀は大将、大将戦は中堅) 

   試合本数（団体戦） 

  １部【３段以下】           ２部【５段以下】 

先 鋒 中 堅 大 将  先 鋒 中 堅 大 将 

着 杖 引 提 左 貫 左 貫 霞 正 眼 

水 月 斜 面 物 見 物 見 太刀落 乱 留 

引 提 左 貫 霞 霞 雷 打 乱 合 
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１０．審判方法 全日本杖道試合・審判規則同細則及び大会申し合わせ事項により行う 

   （１）審判は３名をもって構成する。 

   （２）勝敗は３名の審判員の多数決による。 

   （３）全剣連杖道「審判上の着眼点」による。 

   （４）主審は試合者が開始線の位置に着いた時、「始め」と宣告し試合を開始させ 

      る。 

   （５）試合の終了と同時に審判員は起立し、主審の「判定」の合図により三者同時 

      に意思表示する。 

   （６）主審は、「赤(白)の勝ち・・・勝負あり」と宣告する。 

   （７）審判は参加者の五段以上から委嘱する。 

１１．服 装 

    審判員並びに試合者は剣道着・袴を着用し名札を左胸部に着けること。 

１２．申込み 

    ①締切り 令和３年１１月２日(火) 必着 

    ②方 法 別紙に定める下記の申込様式に必要事項を記入し参加料を添え、各県 

         剣道連盟を通して申込むこと。 

         様式１．個人戦（段別試合） 

         様式２．団体戦 

         様式３．個人演武（全剣連杖道の部） 

         様式４．個人演武（古流の部） 

         様式５．個人演武（小学生の部） 

         様式６．参加とりまとめ一覧表 

    ③振込先 

     郵便局から振込 名称：一般財団法人広島県剣道連盟｢ｻﾞｲ)ﾋﾛｼﾏｹﾝｹﾝﾄﾞｳﾚﾝﾒｲ｣ 

                          口座番号：ゆうちょ銀行 １５１１０－５４１０４３５１ 

     金融機関から振込 名称：一般財団法人広島県剣道連盟｢ｻﾞｲ)ﾋﾛｼﾏｹﾝｹﾝﾄﾞｳﾚﾝﾒｲ｣ 

             口座番号：ゆうちょ銀行 普通 ５１８－５４１０４３５ 

    ④申込先 

     〒７３０－００１４ 広島県広島市中区幟町１番５号 

     一般財団法人 広島県剣道連盟 

     ℡０８２－９６２－３０７６  Fax０８２－９６２－３０８7 

１３．参加料 

    個人戦 中学生・・・・・・・１，５００円（傷害保険他含む） 

    個人戦 高校生・一般・・・・３，０００円（傷害保険他含む） 

    団体戦(１チーム)・・・・・・３，０００円（傷害保険他含む） 

    一般演武・・・・・・・・・・２，０００円（傷害保険他含む） 

    小学生演武・・・・・・・・・１，０００円（傷害保険他含む）                             

    ※申込と合せて納入のこと。 
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１４．組合せ 

    主催者にて行う 

１５．安全対策 

    大会実施中、傷害発生の場合は、主催者において、応急処置を講じ、病院等で治 

    療を受けられるよう手配する。この場合、当日の治療費は個人が負担する。なお 

    事故対応は、主催が契約する保険で対応する。 

    参加者は、健康保険証を持参のこと。 

１６．個人情報保護法への対応 

   ※ 以下を申込者に周知下さい。 

     申込書に記載される個人情報(登録県名・称号・段位・漢字氏名・年齢・住所・ 

     電話番号・職業等)は広島県剣道連盟が実施する本大会運営のために利用する 

     ことがある。 

     なお、登録県名・氏名・年齢等の最小限の個人情報は必要の都度、目的に合わ 

     せ公表媒体(掲示用紙・ホームページ・剣窓等)に公表することがある。 

     更に、杖道の普及発展のためマスコミ関係者に必要な個人情報を提供すること 

     がある。 

１７．その他 

   （１）当日の申込は受付ません。 

   （２）申込み後、欠席者に対する返金は行いません。 

   （３）昼食弁当・宿泊の斡旋は行いません。 

１８．参加上の留意点                       「凡例」 

    都道府県名および姓を明記した名札を左胸部に付けること。 

    黒または紺色の剣道着の場合は、黒または 紺色の布地に白字 

    とし白色の剣道着の場合は、白地に黒字とする。 

 

 

 

コロナ対策 

＊参加者体調確認票を受付にて提出して下さい。 

＊大会参加者は、会場への行き帰りや会場内外でのマスク使用及び試合中はマスクを 

 着用すること。 

＊参加者は各自新型コロナウイルス感染症対策に万全を期してご参加ください。 

＊当日朝検温し発熱がある場合及び体調不良の方は、参加をご遠慮ください。 

 （受付検温で３７．５度以上の方は参加をお断りいたします。） 

＊選手以外（観戦者等）の入場をお断り致します。 

＊全剣連制定のガイドラインを遵守してください。 

＊各自自分の杖・太刀を使用し管理をすること。（他者の物と取り違えないよう注意。） 

＊各試合場に消毒液を置いてありますので常に手指の消毒をお願いします。 

都道府県

名 

 


